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中竜鉱山における３成分地震計アレイ観測

Seismic array observation at galleries in Nakatatsu mine
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濃尾地震断層から約２０ｋｍ離れた，福井県大野市，中竜鉱業所有の中竜鉱山において，地震計
アレイ観測を行った．観測の目的はこの断層周辺の不均質構造検出と，アレイ観測に基づく高精
度の構造推定法の開発である．濃尾地震は複数の断層セグメントをまたいで発生しているが，こ
れらのセグメント間の不均質構造を理解することは極めて重要である．
地震計アレイ観測は坑口から約２００ｍ下の坑道内で行った．センサーは２Ｈｚ３成分地震計を
用い，２０－４０ｍ間隔で８０点設置した．これらを物理探査用ＣＤＰケーブルで接続し，デー
タ収録装置にトリガー収録した．ＡＤ変換は２４bit,サンプリングは最大１ｋＨｚで行った．観
測期間は２００９年９月から２０１０年２月中旬のほぼ４カ月にわたって行った．収録された地
震は近地だけでなく遠地地震もあり，１００イベント以上が収録された．収録された地震のう
ち，Ｓ／Ｎのよいものは１００Ｈｚ以上まで解析に耐えうる，極めて良好な記録である．坑道内
は一定温度で，すべてが岩盤で，人工ノイズもほとんどないことからこのような高周波数帯まで
記録が可能であった．これらを用いることで，高い周波数帯における構造解明に寄与できると期
待できる．
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